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⽇本⽣協連企画 
ピースアクション in オキナワ基調講演 

2021 年 3 ⽉ 26 ⽇ 
琉球⼤学教育学部 

⼭⼝剛史 
私たちは沖縄・オキナワをどう学ぶのか 

―沖縄での平和学習の経験から― 
 
0.はじめに 

琉球⼤学教育学部で社会科教育・平和教育などを研究しています⼭⼝剛史（やまぐちたけし）と申しま
す。短い時間ですがよろしくお願いいたします。ただ、沖縄の歴史・沖縄戦、基地について紹介してもつ
まらないかと思いますので、私が沖縄の⼦どもたちとどのように学んできたかを紹介しながら、沖縄戦
や⽶軍基地について⼀緒に考えたいと思います。その中から、沖縄もしくはオキナワを学ぶとはどうい
うことか⼀緒に考えたいと思います。 
 
1.沖縄の新聞投書に書かれた⼦どもの感想 

9 ⽉ 30 ⽇、6 年⽣のみんなで⽷数アブチラガマの⾒学に⾏きました。私は⽷数アブチラガマの⾒学を
通して改めて⼤切だと思ったことが⼆つあります。 

⼀つ⽬は家族や家の⼤切さです。私はいつもあたり前のように家に帰り家族と話をします。しかし、沖
縄戦の時は、家はなく家族と会えずに暗い場所でうめき声の中で⽣活するしかありません。⽷数アブチ
ラガマはごつごつして家とはまったく違いました。 

⼆つ⽬は、⾷糧の⼤切さです。⽷数アブチラガマにいた⼈は、天井からぽつぽつと落ちてくる⽔を飲ん
だそうです。いまではほかほかなごはんや冷たくておいしい⻨茶やジュースを飲みたいとき、⾷べたい
ときにたくさん飲んだり⾷べたりできます。 

こんな平和な時に⽣んでくれた両親や⽀えてくれた周りの⼈に感謝したいです。 
 
「うぁ。ほんとうに真っ暗だ…」 
9 ⽉ 30 ⽇、私たち⾼嶺⼩学校 6 年⽣は、南城市にあるアブチラガマに⾒学に⾏きました。 
ガマに⼊りいろいろな場所に⾏っている時、ガイドさんが「ここは、もう助からない兵隊さんたちを寝か
していた所です。4 秒間だけ、懐中電灯の明かりを消してみましょう」と⾔いました。 
明かりを消してみると、さっきまで明るかった場所が⼀気に真っ暗になりました。どこを⾒渡しても真
っ暗でした。例えるなら⽬を閉じて回りを⾒ている感じでした。こんなに暗い中爆弾などから⾝を隠し
ているのはすごいと思いました。 
わたしは、アブチラガマに⾏ってみて、体験してみて、ガマの中の怖さや、寒さなどまでとてもわかりま
した。 
わたしは戦争の怖さを知るよい体験ができてよかったです。 
 
私は、学校の道徳の時間に、戦争について勉強しました。 
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先⽣が「きくさんの沖縄戦」を⾒て書いた紙しばいを⾒終わって思ったことがあります。 
⼀つ⽬は、けが⼈の薬がなくなったら、のこぎりで切るとき、いたそうに⾒えないのかな、こわくないの
かなと思いました。私だったら、こわくて、にげると思いました。 
⼆つ⽬は、けがをしたへいたいさんたちに、ご飯や、トイレなどの世話を毎⽇ってつかれないのかなぁと
思いました。 
三つ⽬は、なぜお⼿伝いをしたいと思ったのかなと思いました。私は、家族といると思います。また、き
くさんはコロナウィルスより倍のこわさを知っていて、すごいと思います。戦争でいきのこった⼈は、す
ごいです。おそろしい戦争をなくしたいです。 
 

⼦どもたちと平和学習を通じて考えたいこととは何でしょうか？ 
沖縄を学ぶとは、どのようなことがわかる・気づくことが⼤事なのでしょうか？ 

 
2.やってみよう！沖縄戦・⽶軍基地クイズ 
（１）⽇本が⼀番⻑い間戦争をしたのは、どこの国？ 

（ ①アメリカ軍 ②イギリス軍 ③中国軍 ④その他      ） 
（２）沖縄戦の時、１９４５年３⽉２６⽇アメリカ軍が上陸した島は？ 

（ ①沖縄島 ②座間味島 ③⽯垣島 ④その他        ） 
（３）⼥⼦学徒隊の中で有名な「ひめゆり学徒隊」で⼀番若かったのは何歳？ 

（ ①12 歳 ②15 歳 ③18 歳 ④その他           ） 
（４）６⽉２３⽇は「慰霊の⽇」です。この⽇は何があった⽇？ 

（ ①沖縄戦が終わった⽇ ②⽇本軍の司令官が死んだ⽇ 
③⽇本の戦争が終わった⽇ ④その他           ） 

（５）沖縄戦の時、沖縄の⼈々はどうして亡くなったのでしょう？その理由を思いつくだけあげてみま
しょう。 

（６）沖縄の⽶軍の中で、⼀番⼈数が多いは？ 
（ ①陸軍  ②空軍 ③海軍 ④海兵隊 ） 

（７）沖縄の⽶軍基地の主な使⽤⽬的で、⼀番多いのは？ 
（ ①⾶⾏場  ②倉庫  ③兵舎  ④訓練場 ） 

（８）宜野湾市にある普天間基地（⾶⾏場）を建設したのは？ 
（ ①⽇本軍  ②アメリカ軍  ③沖縄県  ④⽇本政府） 

（９）普天間第⼆⼩学校で実際に⾏われている訓練は？ 
（ ①⽶兵が教室に侵⼊した時のための訓練    ②⽶軍機が学校に墜落したときのための訓練 

③教室に実弾が⾶んできたときのための訓練   ④⽶軍が⼩学校を使⽤するときのための訓練 ） 
（１０）沖縄の⼈たちが⽶軍の訓練・基地建設に反対するため、実際に⾏っていないのは？ 
（ ①座り込んで、⽶軍を基地に⼊れないようにしたり、⼯事ができないようにする 

②県⺠⼤会を開いて⽇本政府に基地建設反対の意思をしめす 
③アメリカ⼤統領に⼿紙を書いて基地の撤去を訴える 
④⽶軍と戦い、実⼒で⽶軍を追い出す ） 
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では、答え合わせをしながら、沖縄戦、⽶軍基地について確認していきましょう。 

 
 
3.沖縄で⽣きるとは（基地問題は平和的⽣存権の問題） 
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【学校の先⽣ 普天間第⼆⼩学校の 6 年担任であった多和⽥⼀美先⽣】 
私たち学校(がっこう)職員(しょくいん)には何ができるのだろう。皆(みな)で悩(なや)み考えた。何よ

りも⼤切な⼦どもたちの命を守るためどうすればよいのか。それから毎⽇のように会議や保護者会(ほご
しゃかい)。学(がっ)期末(きまつ)の時期と重なり⼼⾝(しんしん)共に疲弊(ひへい)していった。 

そんな時、励(はげ)まされたのは保護者や地域、県外の⽅々からの⼿紙・電話などだった。「元気を出
してください」「何もできませんが応援(おうえん)してします」。⼀つ⼀つがありがたく⼼に響(ひび)く⾔
葉だった。 

私たちも前を向き、できることをやっていこうということになり、学校全体で元気になる企画(きかく)
を進めていった。「元気朝会」。体育館で⼦どもも⼤⼈も思い切って踊って動いて、最後に呼吸(こきゅう)
を整(ととの)える。久しぶりに学校みんなで楽しむことができた。運動場に出られない中、⼦どもたちも
⾃分たちで⼯夫して休み時間を過ごしている。 

あれから⼀カ⽉。今⽇も学校周辺を⾶ぶヘリの⾳。児童も園児も先⽣も、⾜を運ばない運動場。まだ戻
らない普天間第⼆⼩学校の⽇常。監視(かんし)カメラや監視員(かんしいん)の対応(たいおう)で運動場使
⽤再開が予定されている。しかし、それで全て解決(かいけつ)されるのだろうか。私たちは運動場に出る
気持ちになれるのだろうか。⼀⼈⼀⼈気持ちは違うと思うが私は⾃信がない。 

今、私たちは毎⽇、迷(まよ)いの中で教育活動を⾏っている。避難(ひなん)マニュアルはこれでよいの
か。命を守るために⼦どもたちとどんな学習をすればよいのか。私たちのすべきことは何なのか。 

（2018 年 1 ⽉ 13 ⽇ 沖縄タイムスに掲載された⼿記より⼀部抜粋） 
 

 

2018 年 12 ⽉ 13 ⽇沖縄タイムス 
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（2020 年 12 ⽉ 12 ⽇ 琉球新報） 
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⼭⼝の実践で出てきた⼦どもたちの声 
・これまで、たくさんの事故があり、最近⼩学校に窓が落ちてきたときの、私たちと同級⽣の意⾒や先⽣

側の意⾒を聞くことができ、ちゃんと私たちも基地について関わっていきたいな。と思いました。ま
た、解決策として⼤学⽣の意⾒もわかり、すごく政治に関わることが⼤切ということがわかることがで
きて、すごく楽しかったです。 

・ぼくは、今⽇の授業を受けて新聞などを⾒て⽶軍の怖さを改めて知ったけど、⽶軍もやろうとは思って
はいないと思うけど、解決策を詳しく考えたのでこれは取り⼊れないと思うけど、良い授業だったの
で、もっと詳しく考えたりできたらいいなと思いました。 

・ぼくは、今⽇の授業を受けて、沖縄の⽶軍基地問題を解決するのはとても難しいと思いました。だけど、
少しでも問題解決につながることはたくさんあると気付きました。最終的には、安全に過ごせることが
⼤切だと思います。 

・今⽇の授業では、かいけつさくを提案したけれど、基地をなくす⽅法も、アメリカとの仲がうすれると
思うし何もないところに移設したとしても、⽇本は何もしないでいいのとも思うし、⽇本⼈も運営など
をしてても事故が起こってしまう確率も⼗分あると思います。私は⼤学の⼈も、みんなの意⾒も聞きま
したが、アメリカ軍も⽇本政府も沖縄市⺠もなっとくするような意⾒とはどのようなものなのか疑問
に思いました。みんながなっとくするような⽅法は本当にあるのかなと思いました。 

 
⼦どもたちの疑問 
①なぜ⽇本や沖縄にあるのか 
・なぜ⽇本にあるのか？アメリカにおいていた⽅がいいんじゃないのか？なぜ⽇本はお⾦をはらってま

できちをおいているのか？ 
・国のじじょう、基地のある意味、困ること 
・基地はなぜ沖縄にあるのか。 
・⽇本政府はなぜ事故が起こっているのに基地を置くのか？基地を沖縄からなくすとどういうことがお

こるのか？基地はなぜできたのか？⽇本政府はなぜ市⺠の税⾦を使ってまで基地を置くのか？これか
ら沖縄はどう動くのか？今⽇の授業で、基地があると⼈の命がうばってしまうとゆう恐ろしさがわか
りました。 

②アメリカ軍の対応について 
・⽶軍が約束を守らないことや、どうしたら事故が減るのかということを疑問に思いました。他の県に基

地を移設しても良いのかなということももっとしりたいとおもいました。 
・基地がどうなるか知りたい。アメリカ軍がどう思っているかも知りたい。 
・アメリカ軍としては、本当に悪いと思っているのか、それとも⾃分の国じゃないから別にいいと思って

いるのか知りたいなと思いました。 
③⽇本の対応について 
・⽇本はなぜ沖縄県のひとのいけんも聞いているのにアメリカ軍の基地を残そうとするのか。なぜ⽇本

は沖縄県だけに基地を残そうとしているのか。 
④基地の成り⽴ちについて 
・基地ができたいきさつ  
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4.現在求められる平和教育とは―考える平和教育の重要性― 

⾼校・⼤学⽣と対話の中からでてきた平和教育に関する不満 

「平和教育というと、『戦争はだめ、平和は⼤事』という感想を書けばいいと思っていた。」 
「沖縄戦について、勉強してきたと思っていたけど、⼤学で学んで、わからないことがたくさんあった。

わかった気になっているだけだった。本⼟からきた学⽣の⽅が⾃分たちよりもよく考えていると思っ
た。」 
→ 「平和教育のマンネリ」と表現されることがある。その内容とは… 
（１）⼦どもの思考が⽣まれない授業  

①「戦争はだめ、平和が⼤事」が答えであると⼦どもたちが思い込んでいること 
②凄惨な画像や映像がもたらす⽣理的嫌悪感が学習において思考停⽌をもたらしていること 
③教師のおしつけ 

（２）⼦どもの実態・興味関⼼をふまえない授業 
→ 学ぶ主体である⼦どもに疑問や思考の⾃由が保障されていること、つまり⼦ども⾃⾝の⼒で平和

とは何か、なぜ平和が⼤事かを考える場が授業につくりだされているかが、通常の授業だけでなく平
和教育においても重要である 

 

沖縄戦・⽶軍基地の学習で⼤事にしてほしいこと 

沖縄戦、そして沖縄の戦後史、現在が⽰していることの⼀つは、「私たちと軍事・軍隊の共存はできな
い」ということです。このことを⼦ども（学習者）⾃⾝が主体的に追求していくことが沖縄における平和
教育に求められることだと考えています。 
（１）沖縄戦学習では 

・沖縄戦学習は、「軍隊とは何か」を問うこと 
・戦争体験者の減少の中でどのように体験を「継承」する⽅法の⼯夫が必要となっている。「ヒト

とモノ」を使った学習の必要性。戦争体験者（被害者・加害者）への共感の重要性。⼦どもたち
に「戦場」を具体的に想起させ、共感共苦を促す授業を。 

（２）基地学習では 
・⼈間の安全保障を考えるための軍事主義からの脱却を構想できるように 
・基地が⽣み出す⼈権侵害を平和的⽣存権の問題として考えることができるように 
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最後にー2021 年 2 ⽉ 26 ⽇沖縄タイムスより 

 
 


